介護保険居宅介護（介護予防）住宅改修支給申請の流れ
1 改修内容の決定

　ケアマネジャー（介護支援専門員）、住宅改修事業者と相談しながら、住宅改修内容を決定します。
2 事前申請
　事前申請に必要な書類を提出します。改修工事の内容が、被保険者の自立支援及び介護者の介護負担の軽減につながるものか、保険給付として適当なものかを保険者が確認します。

3  確認結果の通知

　確認結果が出るまでの時間は、１週間前後みてください。事前申請の確認結果については、被保険者には文書でお知らせし、ケアマネジャーなど（理由書作成者）には電話で連絡します。

4  着工

　事前申請確認結果通知書およびケアマネジャーへ連絡が届きましたら、改修工事を行ってください。（工事内容の変更が生じた場合、もとす広域連合へ連絡してください。）
5  事後申請
　改修工事完了後、事後申請に必要な書類をもとす広域連合へ提出します。提出された書類等をもとに、住宅改修費の支給が必要と認めた場合、支給の決定となります。

6  支給
　支給決定通知書を送付いたします。⑤事後申請（工事完了後の書類提出）から振込までは２～３ヶ月ほど、かかりますのでご了承ください。
【注意点】
・最終的な支給決定は、事前申請に提出された書類の確認、工事が行われたかどうかの確認を行い、住宅改修費の支給が必要と認めた場合、住宅改修費の支給決定とさせていただきます。

・工事内容に変更が生じた場合は、事前に介護保険課の確認を受けてください。変更内容によっては、再度提出していただく可能性がありますのでご了承下さい。まずは、お電話でご相談ください。

・事前申請後の確認結果が、保険給付として不適当な工事と判断した場合や、支給対象とならない場合（認定の有効期間外や、上限までの支給を受けている等）は、被保険者へ確認結果を通知する前に、ケアマネジャー等に連絡します。工事内容の変更等の対応をしてください。

【事前申請（改修前）に必要な書類等】
✦介護保険居宅介護（介護予防）住宅改修費支給申請書

　申請者の氏名は被保険者本人の名前を記入してください。
✦住宅改修が必要な理由書
　基本的に担当のケアマネジャーが作成。２級以上の福祉住環境コーディネーターが作成する場合は、必ず担当のケアマネジャーと十分に連絡調整をしてください。作成者の資格を証明するものの写しを添付してください。

✦工事の見積書

　各箇所ごとに材料費と施工費を分けて記載してください。もとす広域連合では、養生費・廃材処理費・運搬費は対象外となっています。
✦住宅改修後の完成予定の状態が分かる書類等
・平面図
改修箇所だけではなく、居宅全体の図面をお願いします。
・改修箇所ごとの写真撮影した日付が写真の中に入ったものをお願いします。（カメラの日付機能がない場合は、黒板やスケッチブックを使用してください。）段差解消の場合、段差にスケールをあてた写真を提出してください。
・カタログの写し

✦所有者の承諾書

　住宅の所有者が被保険者と異なる場合に提出してください。任意の様式でもかまいません。所有者の押印は、必ず所有者本人の印鑑でお願いします。なお、本来は事後申請時に提出していただく｢所有者の承諾書｣ですが、トラブルを防ぐ為に、事前に提出をお願いしています。
✦住宅改修費の受領についての委任状
　被保険者以外の口座に振り込み依頼をされる場合に提出してください。
【事後申請（改修後）必要な書類等】

✦住宅改修に要した費用に係る領収証

　被保険者本人名義のもので、必ず原本を提出してください。原本の返却を希望される場合は、窓口で原本の写しを取り、返却します。また、住宅改修の領収書であることがわかるよう、但し書きを記入してください。
✦改修工事の完成状態がわかる書類

・改修箇所ごとの写真

　撮影した日付が写真の中に入ったものをお願いします。事前申請と同じ場所から撮影してください。踏み台設置の改修の場合、固定したことがわかるよう、金具部分の写真も提出してください。
✦工事の内訳書
材料費・施工費、諸経費等を適切に区分したもの。

【問い合わせ先】　　　　　
もとす広域連合　介護保険課　　　　TEL（０５８）３２０－２２２０
FAX（０５８）３２０－２２６５
